































る（World Health Organization [WHO], 1948）。
※　本稿は、Cheryl Vince Whitman and Carmen Aldinger：Case Studies in Global School Health Promotion 
（Springer, 2009） の日本語訳である。ただし、第 1 章の表 1 と地図は省略した。（訳者註）




































ていた（Allensworth & Kolbe, 1987; Kolbe, 1986）。やがてオリジナルの概念はいく
つか変更されたが、アメリカ疾病予防管理センターの包括的学校保健計画によっ




実行されている（National Center for Mental Health Promotion and Youth Violence Preven-
tion, n.d.）。
　1995年 9 月に WHO は、アメリカ疾病予防管理センターの後援のもとに、
「学校中の健康促進に協力するため教育や保健諸機関を支援するために」スイ
スのジュネーブで包括的学校健康教育および促進についての専門委員会を開催










クールヘルス・イニシアティブ」に着手した（WHO, 1998）。WHO は図 1 で示







　　（ 1 ）健康な環境、（ 2 ）学校保健教育、（ 3 ）学校保健サービス、（ 4 ）学
校・地域連携活動、（ 5 ）担当者のための各種健康促進計画、（ 6 ）栄養およ


























































































が低いとされている（Nutbeam & Kickbusch, 2000）。さらに、学習の場である学
校の質が低かったり機能がよくない場合は、学生やスタッフの健康および快適




















の生徒のおおよそ25パーセントは視覚障害が見落とされていて」「 1 ⊖ 2 年生で









や心理社会的な刺激は、認識の遅れを覆すのに役立っている。（Jukes et al., 2008）。
研究はまた、身体活動が学業成績や落第の減少と正の関係にあることを示して







ものである（例、Arya & Devi, 1991; Bledsoe, Casterline,  Jonson-Kuhn, & Haaga, 1999; 
Buckshee, 1997; Caldwell, 1986; Das Gupta, 1990; Gupta, Mehrotra, Arora, & Saran, 1991; 




















（Blum, McNeeley, & Rinehart, 2002）。生徒たちが、よい社会的情緒的健康にある
とき、退学や欠席の割合は低い。進級、標準的テストの得点、卒業率、読解
力、数学、文章力の向上といった改善が見られている（Zins, Bloodworth, 
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究で明らかにしたことである（Blum et al., 2002; Lister-Sharp, Chapman, Stewart-Brown, 



















めに組み合わせられたものである（Vince Whitman et al., 2001）。生涯におけるメ
ンタルヘルス障害の半分は、思春期に始まるということが研究で明らかになっ
たので、早期発見と介入は、長年の苦痛や害を防いだり軽減したりすることが
できる（Kessler et al., 2007）。多くの場合、そのような識別は、行動か行為障害




ている（Vince Whitman, Aldinger, Zhang, & Magner, 2008）。
　健康教育の構成要素の観点から、多くの研究が、技術本位の参加型カリキュ
ラムを利用する健康教育クラスに参加する生徒では、プログラムに関する危険
行動が減少するということを示している（Botvin, Griffin, Diaz, & Ifill-Williams, 2001; 
Skara & Sussman, 2003; WHO, 2003）。
　学校保健の第一人者による近刊（St. Leger, Kolbe, Lee, McCall, & Young, 2007）で
は、スクールヘルス・イニシアティブへの取り組みの公開評価によってメタ分
析の証拠を挙げている。それは次のとおりである。
・栄養（Blum et al., 2002; Lister-Sharp et al., 1999; Patton.et al., 2006; Stewart-Brown, 2006; 
West et al., 2004）
・身体活動（Dobbins et al., 2001; Timperio, Salmon, & Ball, 2004）
・性の認識や行動（Kirby, 2002; Silva, 2002）
・薬物（Lloyd, Joyce, Hurry, & Ashton, 2000; Midford, Lenton, & Hancock, 2000; National 
Drug Research Institute, 2002; Tobler & Stratton, 1997）
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・メンタルヘルス（American Counselling Association, 2006; Browne, Gafni, Roberts, Byrne, 
& Majumdar, 2004; Green, Howes, Waters, Maher, & Oberklaid, 2005; Wells, Barlow, & Stewart-
Brown, 2003）
　2007年 6 月、WHO は、指針をセットする専門会議に世界中から学校保健専
門家を召集した。参加者は、過去20年間にわたる学校を基盤とした介入の証拠
を総括し、実践に必要な共同作業促進に有効と分かっている手段の実行そのほ
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ことが強く支持されている（Durlak & Dupre, 2008, p. 327）。


















会、見学旅行、ワークショップなどが含まれる（US Forest Service, 2005）。
システムの変化とは、コミュニティーのすべての人々の健康状態を改善するために多
くの部門との共働で、公衆衛生（またはその他の）システムの受け入れ能力を改善
























図 1 　政策と実行の実践に影響を与える要因の車輪（Vince Whitman 改編、2005）


















な実行を取り入れるために役立つ（World Health Organization, 1997）。ヘルス・プ
ロモーティング・スクールの場合には、健康と学習とのリンクに関する証拠も












のヘルス・プロモーティング・スクールとか FRESH（UNESCO, UNICEF, WHO, 














していると報告していることが明らかになった（Hallfors & Godette, 2002）。さら
には、ロシアの教育組織の改革者たちはその近代化に取り組んで、「強調が必
要なのは、標準の不可欠なこと」と言っている（Kuz'menko, Lunin, & Ryzhova, 
2006）。しかしながら、実行に影響を及ぼすそのようなガイドラインの有効性
は、それらの内容の外にある要因や潜在的な障壁に左右されることが明らかに











































画すべきである」と提言した（Khemmani, 2006, p. 122）。
　同様に図 3 に示す「社会生態学モデル」（Langford, 2003）の活用に関する研
究では、公衆衛生革新の実践成功のために、社会水準および部門を越えた参加
の重要性について述べている（Glasgow & Emmons, 2007）。社会生態学モデルで
図 3 　社会生態学的モデル（Langford, 2003）




























が起きた」ことを明らかにした（Fixsen et al., 2005, p. 46）。同様の結果は、メン
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行中の交換に参加している（Center for Mental Health in Schools at UCLA, 2004; Eick, 
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る（Kelly & Stayer, 2005）。研究では、この支援不足が、より高い教師の離職率
の主要因でもあるとした（Gonzalez,  Brown, & Slate. 2008）。
地元の関心への適応
　すべての実践者は、利用者の関心に注意を払う必要がある。関心度依拠型採
























































準備や機能とである（Simpson, 2002; Simpson & Flynn, 2007）。組織的な準備および
機能はいくつかの要因に依存する。たとえば、スタッフや周囲のコミュニティー
の動機づけのレベル、危険や予期される結果の評価、専門職養成やトレーニン
























Greener, & Simpson, 2002）やその他のツールは、研究から実践への過程をより明
白にする参考になって、適切な実践プログラムの、より確信にみちた選択を可
能にする。より広域機関の支持がある場合はとくに、そうである （Harding & 
Goddard, 2000）。さらに、これらのツールの予測的妥当性に関する証拠基盤は、
まさに拡大し始めたところ（Fixsen et al., 2005）で、それらは準備の段階を評価
する援けにはなるが、「証拠に基づく革新の現実世界への応用に成功裡に移行
するためには、注意深い立案、実践、なされている進展への継続的評価が求め
られる」（Simpson, 2002, p. 4 ）。適切な準備が達成されず、プロセス全体にその
まま続いた場合、プロジェクトの完全な崩壊とならないまでも、実践者は、組
織的および個別的な信頼度の低さや、より長い時間枠の延びを見るはめになる
かもしれない（Fixsen et al., 2005）。
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